
 
座間市福祉関係表彰実施要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、地域福祉を推進することを目的とし、生活上の障害を克服して自立更

生した者、健康で生きがいをもって社会に寄与した市民の模範となる高齢者、要援護者の

家族で献身的に家族を援護した者及び地域福祉向上に特に功績があった者をたたえ、これ

を表彰することに関し必要な事項を定めるものとする。 

（表彰の区分） 

第２条 表彰の区分は、自立更生表彰、いきいき高齢者表彰、援護功労表彰、福祉功労感謝

とする。 

（自立更生表彰） 

第３条 自立更生表彰の基準は、住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）による市の住

民基本台帳に記録されている身体障害者手帳４級以上、療育手帳Ｂ１以上又は精神障害者

保健福祉手帳２級以上のいずれかの交付を受けている者で、自立更生し、他の模範となる

ものとし、表彰年度の８月１日時点で基準を満たす者がいるときは、表彰することができ

る。なお、自立更生とは、日常生活において、必要動作をおおむね単独で行えることとす

る。この場合において、器具等を使用することは差し支えない。また、他の模範とは、自

ら積極的に地域等に貢献する活動を行う又は就業（福祉的就労による就業を除く。）し、

同様の障がい等がある者の模範となっていることとする。 

（いきいき高齢者表彰） 

第４条 いきいき高齢者表彰は、表彰年度の８月１日時点で次の各号の全てを満たす者がい

るときは、表彰することができる。 

 ⑴ 住民基本台帳法による市の住民基本台帳に記録されている９０歳以上の者 

⑵ 次のア又はイのいずれかに該当する者 

  ア 健康で生きがいを持ち、過去に培った知識又は経験を高齢期の生活において社会に

還元し、活躍している者 

  イ 日頃から健康に配慮し、近所づきあい、地域での支えあい活動を通じて、積極的に

健康活動に貢献している者 

⑶ おおむね５年以上の活動期間のある者 

 （援護功労表彰） 

第５条 援護功労表彰は、表彰年度の８月１日時点で次の各号のいずれかを満たす者がいる

ときは、表彰することができる。 

⑴ 住民基本台帳法による市の住民基本台帳に記録されている身体障害者手帳２級以上、

療育手帳Ａ２以上、精神障害者保健福祉手帳１級以上のいずれかの手帳の交付を受けて

いる者の家族（援護者）で、３年以上にわたり障がいのある家族（被援護者）の更生援

護に尽力し、その功績が特に顕著であると認められる者。なお、当該表彰の対象は次の

ア及びイの全てを満たすものとする。 

 ア 家族とは、当該障がい者等と同一の世帯に居住し、生計を一にしている者であるこ

と。 

 イ 当該家族の援護する障がい者等が施設等に入所していないこと。 

⑵ 住民基本台帳法による市の住民基本台帳に記録されており、座間市介護認定審査会に

おいて、介護保険法（平成９年法律第１２３号）に規定する要介護者と認定され、要介



 
護認定等に係る介護認定審査会による審査及び判定の基準等に関する省令（平成１１年

厚生労働省令第５８号）に定める要介護状態区分４又は５と認定された６５歳以上の高

齢者の家族（援護者）で、３年以上にわたり介護が必要な家族（被援護者）を介護して

いる者。なお、当該表彰の対象は次のア及びイの全てを満たすものとする。 

 ア 要介護状態区分４又は５と認定を受けた日から３年以上、介護保険法第８条各項に

規定するサービスを受けていないこと。（同法第８条第９項に規定する短期入所生活

介護の利用が１年間当たり７日間を超えない者は除く。） 

 イ 要介護状態区分４又は５と認定を受けた日から３年以上、１年間当たりの入院期間

が９０日を超えていないこと。 

 （福祉功労感謝） 

第６条 福祉功労感謝は、児童、母子、高齢者、障がい者又は生活困窮者等の福祉増進に

尽力し、かつ、表彰年度の８月１日時点で次の各号のいずれかを満たす者又は団体がい

るときは、表彰することができる。 

⑴ 地域福祉向上のため月１回以上、継続して１０年以上奉仕活動を行い、かつ、その功

績が特に顕著であると認められるもの 

 ⑵ 福祉関係団体の代表者（会長又は副会長）を５年以上にわたり務め、退任した者 

 ⑶ その他市長が特に必要と認めるもの 

（表彰の方法等） 

第７条 表彰は、表彰状及び記念品(以下「表彰状等」という。)を贈り、行う。 

２ 被表彰者が表彰前に死亡したときは、表彰状等はその遺族に贈ることができる。 

（候補者の推薦） 

第８条 市長は候補者の選定に当たり、別に定める市内の社会福祉団体及び社会福祉施設の

代表者等に推薦を依頼するものとする。 

２ 推薦依頼を受けたものは、表彰の基準を満たす者がいると認められる場合に表彰年度の

８月１日を基準日とし、推薦書（第１号様式）を作成した上で市長へ推薦することができ

る。また、庁内関係部署からも推薦することができるものとする。 

（審査会の設置等） 

第９条 推薦された区分の表彰に関する事項を審査するため、座間市福祉関係表彰審査会

（以下「審査会」という。）を設置する。 

２ 審査会の委員は別表に掲げる職にある者を充てる。 

３ 会長は、福祉部長をもって充て、副会長は、地域福祉課長をもって充てる。 

４ 会長は会務を総理し、審査会を代表する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代

理する。 

６ 審査会の会議は、会長が招集する。 

７ 会長が必要と認めたときは、審査会に委員以外の関係者を出席させることができる。 

（被表彰者の決定） 

第１０条 被表彰者は、前条に規定する審査会の審査を経て市長が決定する。ただし、市長

が特に必要と認めた場合は、この限りでない。 

（適用除外） 

第１１条 次の各号のいずれかに該当する者又は団体は、第３条から第６条までの規定にか

かわらず、この要綱の規定による表彰は行わないものとする。ただし、市長が特に必要と



 
認めた場合は、この限りでない。 

⑴ 第３条から第６条までに規定する要件と同一の理由で既に当該表彰を受けているもの。 

⑵ 座間市表彰条例（昭和３８年座間市条例第１７号）に基づき、第３条から第６条まで

に規定する要件と同一の理由で表彰を受けているもの。 

（庶務） 

第１２条 福祉関係表彰に関する庶務は、地域福祉課において処理する。 

（実施細目） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

（施行日） 

１ この要綱は、平成２６年７月１０日から施行する。 

（座間市福祉関係表彰規程） 

２ 座間市福祉関係表彰規程は廃止する。 

附 則 

この要綱は、決裁の日（平成２７年７月２７日）から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、決裁の日（平成２８年７月４日）から施行する。ただし、施行前に従前の要

綱に基づいて推薦されたものは、なお従前の例による。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年５月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
別表（第９条関係） 

福祉部長 

地域福祉課長 

長寿支援課長 

介護保険課長 

障がい福祉課長 

生活支援課長 

 



 
第１号様式（第８条関係） 

推  薦  書 

 

推薦者 団体又は施設名                   

氏   名                       

電話番号     （   ）           

次のものを推薦します。 

【推薦区分に☑】 

推薦区分 活動年数等 

□ 自立更生表彰  

□ いきいき高齢者表彰  

□ 援護功労表彰（障がい）  

□ 援護功労表彰（介護）  

□ 福祉功労感謝（奉仕活動） 
月１回以上継続期間 

               年間 

□ 福祉功労感謝（福祉関係団体の代表者） 
※会長・副会長 

            年間 

 

【被推薦者について】 

ふりがな  
生年 

月日 

明・大・昭・平・令 

   年  月  日 生 

      （   歳） 

氏 名 

(又は団体名) 
 

電 話 番 号     （    ） 

住所又は所在地  

推
薦
理
由 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 

考 

 

被推薦者が団体の場合は、生年月日は記入不要 


